
中国の文化Ⅸ 第四回

春秋戦国時代

儒教の誕生



大内総長の書(大内山校舎１階)

左
の
写
真
は
、
新
一
万
円
札
の
肖
像
と

な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

こ
の
人
物
は
誰
か
？？



大内総長の書(大内山校舎１階)

渋
沢
栄
一(

一
八
四
〇
～
一
九
三
一)

〔
解
説
〕

渋
沢
栄
一
は
、
江
戸
時
代
の
末
、
武
蔵

国
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
た
。

幕
臣
を
へ
て
明
治
政
府
に
出
仕
。
渡
欧

で
学
ん
だ
知
識
を
い
か
し
、
新
貨
条
例
・

国
立
銀
行
条
例
な
ど
諸
制
度
改
革
を
行
う
。

退
官
後
は
、
日
本
初
の
銀
行
で
あ
る
第

一
国
立
銀
行(

現
み
ず
ほ
銀
行)
の
総
監
役
、

頭
取
と
な
っ
た
ほ
か
、
約
五
百
の
企
業
の

設
立
や
運
営
に
関
わ
り
、
「
近
代
日
本
経

済
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
。



大内総長の書(大内山校舎１階)

論
語
は
万
人
共
通
の
実
用
的
教
訓

〔
解
説
〕

近
代
日
本
の
金
融
や
企
業
の
設
立
に
大

き
く
貢
献
し
た
渋
沢
で
あ
っ
た
が
、
利
益

だ
け
を
追
求
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

渋
沢
は
日
本
が
古
く
か
ら
徳
育
の
教
本

と
し
て
き
た
『
論
語
』
を
経
済
活
動
の
規

範
と
す
る
「
道
徳
経
済
合
一
説
」
を
唱
え

た
。



大内総長の書(大内山校舎１階)

論
語
は
万
人
共
通
の
実
用
的
教
訓

「
明
治
六
年
官
を
辞
し
て
、
年
来
の
希
望

な
る
実
業
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、

論
語
に
対
し
て
特
別
の
関
係
が
で
き
た
。

‥
‥

論
語
に
は
己
を
修
め
人
に
交
は
る
日

常
の
教
が
説
い
て
あ
る
。‥

‥

此
の
論
語

で
商
売
は
能
ま
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て

私
は
論
語
の
教
訓
に
従
っ
て
商
売
し
、
利

殖
を
図
る
こ
と
が
能
る
と
考
へ
た
。
」

渋
沢
栄
一
『
論
語
と
算
盤
』(

忠
誠
堂 

一
九
二
七
年)



？

一
方
、
中
国
で
も
い
ま
儒
教
教
育
が
復

活
し
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
、
中
国
孔
子
基
金
会
が
孔

子
学
堂
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
、

現
在
中
国
を
中
心
に
世
界
二
〇
か
国
に
計

三
八
〇
〇
の
学
堂
を
開
設
し
て
い
る
。

ま
た
近
年
に
は
孔
子
の
生
涯
を
描
い
た

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
も
作
ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
い
ま
儒
教
な
の
だ
ろ
う
か
？



中国映画『孔子の教え』(2009年制作)



講義内容

第一節 春秋戦国時代

～五百年以上におよぶ戦乱の時代の始まり

第二節 孔子の生涯と儒教経典

～秩序ある世界の復活を求めて



第一節

春秋戦国時代

五百年におよぶ戦乱の時代の始まり



大盂鼎の銘文（拓本）

天
命
論
と
采
詩
の
官

〔
解
説
〕

天
命
論
は
殷
代
の
神
権
政
治
に
代
わ
り
、

周
代
の
徳
治
政
治―

―

神
託
を
受
け
た
有

徳
者
が
責
任
を
も
っ
て
人
々
を
治
め
る
こ

と―
―

に
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
た
。

そ
の
一
方
で
為
政
者
の
徳
が
衰
え
、
民

心
が
離
れ
れ
ば
、
天
命
は
他
の
有
徳
者
に

移
る
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
周
は
各
地
の
風
俗
を
理
解
し
、

政
治
の
得
失
を
知
る
た
め
、
采
詩
の
官
を

設
け
、
民
間
に
伝
わ
る
歌
謡
を
採
集
し
た
。
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王
の
失
政
と
周
の
衰
退

〔
解
説
〕

周
は
神
権
政
治
を
行
う
殷
を
滅
ぼ
し
、

天
命
論
に
基
づ
く
徳
治
主
義
に
よ
っ
て
人

間
中
心
の
秩
序
あ
る
社
会
を
築
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
周
も
建
国
か
ら
二
百
年

あ
ま
り
が
過
ぎ
る
と
、
王
た
ち
の
た
び
重

な
る
失
政
に
よ
っ
て
、
し
だ
い
に
民
心
を

失
っ
て
い
っ
た
。
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春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC
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魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619
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五代十国 907-960
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清 1616-1912

中華民国 1912-1949
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周
の
第
十
代
・
厲
王
は
、
そ
の
暴
虐
非

道
な
政
治
に
よ
っ
て
王
位
を
お
わ
れ
、
周

は
一
時
期
、
王
の
空
位
時
代
を
迎
え
る
。

こ
の
時
代
を
示
す
言
葉
は
、
現
在
も 

m
o
n
arch

y
(

君
主
制)
に
対
す
るrep

u
b
lic 

の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

言
葉
と
は
何
か
？

？



「
共
和
」
の
由
来

〔
解
説
〕

君
主
を
主
権
者
と
す
る
「
君
主
制
」
に

対
し
、
君
主
の
い
な
い
政
体
を
「
共
和

制
」
と
い
う
。
中
華
人
民
共
和
国
の
国
名

の
一
部
に
も
な
っ
た
こ
の
言
葉
を
考
案
し

た
の
は
、
江
戸
時
代
末
の
日
本
の
学
者
た

ち
で
あ
っ
た
。

そ
の
経
緯
を
元
東
京
帝
国
大
学
教
授
で

法
学
者
の
穂
積
陳
重(

ほ
ず
み
の
ぶ
し
げ 

一
八

五
六
～
一
九
二
六)

は
『
法
窓
夜
話
』(
有
斐
閣 

一
九
一
六
年)

の
中
で
次
の
よ
う
に
紹
介
し

て
い
る
。

穂積陳重(1856-1926)



「
共
和
」
の
由
来

箕
作
阮
甫
先
生
の
養
嗣
子
省
吾
氏
＊
は
、

和
蘭
の
地
理
書
を
根
拠
と
し
て
地
理
学
上

の
著
述
を
な
し
た
際
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
レ

プ
ュ
ブ
リ
ー
ク(R

ep
u
b
liek

)

と
い
う
字
に

出
会
い
、
そ
の
字
義
を
辞
書
で
求
め
た
と

こ
ろ
、
君
主
の
な
い
政
体
を
レ
プ
ュ
ブ

リ
ー
ク
と
称
す
る
と
あ
っ
た
。

穗
積
陳
重
『
法
窓
夜
話
』
二
〇
一
～
二
頁

＊
箕
作
省
吾(

一
八
二
一
～
四
七)

は
江
戸
時
代
末
の

蘭
学
者
、
地
理
学
者
。
蘭
学
者
箕
作
阮
甫
に
入

門
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
理
書
を
参
考
に
弘
化
二
年

(

一
八
四
五)

『
坤
輿
図
識
』
を
著
し
、
吉
田
松
陰

ら
幕
末
の
思
想
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

箕作省吾(1821-46)



大槻磐渓(1801-78)

「
共
和
」
の
由
来

し
か
し
、
国
に
君
主
が
な
い
政
治
と
い

う
こ
と
は
、
当
時
の
我
国
人
に
取
っ
て
は

殆
ん
ど
了
解
の
出
来
な
い
事
で
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
に
対
し
て
如
何
な
る
訳
語
を
用

う
べ
き
で
あ
る
か
と
思
案
の
余
り
、
氏
は

当
時
の
老
儒
大
槻
磐
渓
先
生
＊
を
訪
ね
て

そ
の
適
当
な
る
訳
語
を
問
う
た
。

穗
積
陳
重
『
法
窓
夜
話
』
二
〇
一
～
二
頁

＊
大
槻
磐
渓(

一
八
〇
一
～
七
八)

、
幕
末
か
ら
明

治
初
期
の
儒
学
者
。



箕作省吾『坤輿図識』(1845)大槻磐渓(1801-78)

「
共
和
」
の
由
来

磐
渓
先
生
は
対
え
て
言
わ
れ
る
に
は
、
国

と
し
て
君
主
の
な
い
の
は
変
体
で
は
あ
る

が
、
支
那
に
も
そ
の
例
が
な
い
事
も
な
い

の
で
あ
る
。
か
の
周
の
時
代
に
、
王
が
無

道
の
政
を
行
っ
て
、
国
民
の
怨
を
買
い
、

遂
に
出
奔
し
た
時
、
周
・
召
の
二
宰
相
が

と
も
に
協
力
し
て
、
十
四
年
の
間
国
王
な

し
の
政
治
を
し
た
事
が
「
共
和
」
と
い
う

か
ら
、
国
王
の
な
い
政
体
は
、
共
和
政
治

と
い
う
が
宜
し
い
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
た
。

穗
積
陳
重
『
法
窓
夜
話
』
二
〇
一
～
二
頁



（
厲
）
王
＊
の
行
い
、
暴
虐
侈
傲
。
国
人
、

王
を
謗(

そ
し)

る
。
召
公
＊
諌
め
て
曰
く

「
民
、
命
に
堪
え
ず
」
と
。
王
怒
り
て
、

衛
の
巫
を
得
て
、
謗
る
者
を
監
せ
し
め
、

告
ぐ
れ
ば
則
ち
之
を
殺
す
。
（
中
略
）
厲

王
喜
び
召
公
に
告
げ
て
曰
く
「
吾
、
よ
く

謗
る
を
弭(

と)

む
。
す
な
わ
ち
敢
え
て
言

わ
ず
」
と
。

司
馬
遷
『
史
記
』
周
本
紀

＊
厲
王
：
周
王
朝
第
十
代
の
王 (

在
位
前
八
七

八
？
～
八
二
八) 

。
暴
虐
な
行
為
が
多
く
，
利

を
好
み
，
そ
し
る
者
を
殺
し
た
。

＊
召
公
：
周
の
武
王
や
周
公
旦
の
弟
で
、
周
王

朝
建
国
の
功
臣

「
共
和
」
の
由
来

司馬遷『史記』周本紀



「
共
和
」
の
由
来

（
厲
王
の
）
三
年(

紀
元
前
八
四
一
年)

、

（
国
人
）
相
と
も
に
叛
き
厲
王
を
襲
う
。

厲
王
、
彘(
て
い)

＊

に
出
奔
す
。

（
中
略
）

召
公
・
周
公
の
二
相
、
政
を
行
い
、
号

し
て
曰
く
「
共
和
＊

」
と
。

共
和
十
四
年
、
厲
王
、
彘
に
死
す
。

司
馬
遷
『
史
記
』
周
本
紀

＊

彘(

て
い)‥

地
名
。
現
在
の
山
西
省
霍
県
の
東
北
。

＊

共
和‥

『
漢
書
』
古
今
人
表
の(

唐)

顔
師
古
注
や

(

宋)

王
応
麟
の
「
詩
地
理
考
」
に
よ
れ
ば
、
共
は

国
名
、
和
は
共
伯
の
名
と
い
う
。

司馬遷『史記』周本紀
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周
の
東
遷

〔
解
説
〕

厲
王
の
死
後
、
そ
の
子
・
宣
王
が
即
位

し
、
周
は
一
時
期
、
中
興
の
時
代
を
迎
え

る
。し

か
し
、
そ
の
中
興
も
長
く
は
続
か
な

か
っ
た
。
第
十
二
代
の
幽
王
が
、
祖
父
の

厲
王
と
同
じ
く
失
政
を
繰
り
返
し
た
結
果
、

周
は
父
祖
の
地
を
追
わ
れ
、
は
る
か
東
に

あ
る
洛
陽
に
都
を
遷
し
た
。

司
馬
遷
の
『
史
記
』
は
、
そ
の
経
緯
を

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。



周
の
東
遷

四
十
六
年
、
宣
王
崩
ず
。
子
幽
王
宮
涅

(

き
ゅ
う
で
つ)

立
つ
。

幽
王
二
年
、
西
周
三
川
皆
震
す*

。

伯
陽
甫
曰
く
「
周
、
将
に
滅
び
ん
と

す
」
と
。

司
馬
遷
『
史
記
』
周
本
紀

*
 

涇
水
、
渭
水
、
洛
水
の
三
つ
の
川
が
地
震
に

よ
っ
て
決
壊
し
た
こ
と
を
指
す
。
周
の
太
史
で

あ
る
伯
陽
甫
は
、
こ
う
し
た
天
変
地
異
を
、
幽

王
が
失
政
に
よ
っ
て
天
命
を
失
い
、
周
が
滅
亡

す
る
予
兆
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

司馬遷『史記』周本紀



周
の
東
遷

三
年
、
幽
王
、
褒
姒
を
嬖
愛(

へ
い
あ
い)

す
。褒

姒
、
子
・
伯
服
を
生
む
。
幽
王
、
太

子
を
廃
せ
ん
と
欲
す
。
太
子
の
母
は
申
侯

の
女(

む
す
め)

に
し
て
、
后(

き
さ
き)

た
り
。

後
、
幽
王
、
褒
姒
を
得
て
之
を
愛
し
、
申

后
を
廃
し
、
并
せ
て
太
子
宜
臼
を
去
り
、

褒
姒
を
以
て
后
と
為
し
、
伯
服
を
以
て
太

子
と
為
さ
ん
と
欲
す
。

(

漢)

司
馬
遷
『
史
記
』
周
本
紀

周
幽
王
関
係
図

申
侯─
─

申
后

├
─

太
子
宜
臼

幽
王

├
─

伯
服

褒
姒



周
の
東
遷

褒
姒
は
笑
う
を
好
ま
ず
。
幽
王
、
其
の

笑
わ
ん
こ
と
を
欲
す
。
萬
方
す
れ
ど
も
故 

(

こ
と
さ
ら)

ら
に
笑
わ
ず
。

司
馬
遷
『
史
記
』
周
本
紀



周
の
東
遷

幽
王
、
烽
燧
・
大
鼓
を
為
り
、
寇
の
至

る
有
れ
ば
則
ち
烽
火
を
挙
ぐ
。
諸
侯
悉
く

至
る
。
至
れ
ど
も
寇
無
し
。
褒
姒
乃
ち
大

い
に
笑
う
。
幽
王
、
之
を
説(

よ
ろ
こ)

び
、

為
に
數(

し
ば
し
ば)

烽
火
を
挙
ぐ
。
其
の
後
、

信
ぜ
ず
。
諸
侯
益(

ま
す
ま
す)

亦
た
至
ら
ず
。

司
馬
遷
『
史
記
』
周
本
紀



周
の
東
遷

ま
た
申
后
を
廃
し
、
太
子
を
去
る
。
申

侯
怒
り
、
繒
・
西
夷
・
犬
戎
と
与
に
幽
王

を
攻
む
。
幽
王
、
烽
火
を
挙
げ
て
兵
を
徴

す
。
兵
、
至
る
も
の
莫
し
。
遂
に
幽
王
を

驪
山(

り
ざ
ん)

の
下
に
殺
し
、
褒
姒
を
虜
に

し
、
盡
く
周
の
賂(

た
か
ら)

を
取
り
て
去
る
。

司
馬
遷
『
史
記
』
周
本
紀



周
の
東
遷

是
に
於
い
て
諸
侯
乃
ち
申
侯
に
即
き
て
、

共
に
故
幽
王
の
太
子
宜
臼
を
立
つ
。
是
れ

を
平
王
と
為
し
、
以
て
周
の
祀
り
を
奉
ぜ

し
む
。
平
王
立
ち
、
東
し
て
雒
邑(

現
在

の
洛
陽)

に
遷
り
、
戎
の
寇
を
辟
く
。

平
王
の
時
、
周
室
衰
微
し
、
諸
侯
、
強

き
は
弱
き
を
并
せ
、
斉
・
楚
・
秦
・
晋
、

始
め
て
大
な
り
。
政
は
方
伯
に
由
る
。

司
馬
遷
『
史
記
』
周
本
紀

周
幽
王
関
係
図

申
侯─

─

申
后

├
─

太
子
宜
臼(

東
周
の
平
王)

幽
王

├
─

伯
服

褒
姒



周 BC1046?-BC256

周
西周の都・鎬京



鎬京

洛陽

西周の滅亡

771BC

周の東遷 BC770

函谷関
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周
の
青
銅
器
は
な
ぜ
埋
め
ら
れ
た
の
か

殷
王
朝
と
は
異
な
り
、
周
王
朝
は
そ
の

実
在
を
証
明
す
る
大
盂
鼎
な
ど
の
青
銅
器

が
、
早
く
か
ら
出
土
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
青
銅
器
は
な
ぜ
埋
め
ら
れ
た

の
か
？

？



dayuding

大盂鼎（B.C.1000頃）

残
さ
れ
た
青
銅
器

〔
解
説
〕

突
然
の
遷
都
の
た
め
、
運
ぶ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
大
型
の
青
銅
器
は
、
周
の
故

地
で
あ
る
周
原
（
陝
西
省
岐
山
県
と
扶
風

県
一
帯
）
の
地
中
に
埋
め
ら
れ
た
。

し
か
し
周
が
再
び
こ
の
地
に
都
を
戻
す

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ら

の
青
銅
器
は
埋
め
ら
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。

前
回
の
授
業
で
紹
介
し
た
大
盂
鼎
も
、

清
の
道
光
二
九
年(

一
八
四
九)

に
、
周
の

故
地
陝
西
省
郿
県
礼
村
で
出
土
し
た
。



春
秋
戦
国
時
代
の
始
ま
り

〔
解
説
〕

紀
元
前
七
七
〇
年
に
都
を
洛
陽
に
遷
し

て
以
降
、
周
室
は
衰
微
し
、
秦
が
再
び
全

土
を
統
一
す
る
ま
で
の
五
百
年
あ
ま
り
の

間
、
中
国
は
弱
肉
強
食
の
戦
乱
の
時
代
を

迎
え
る
。

こ
の
時
代
を
春
秋
戦
国
時
代
と
い
う
。

1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949
中華人民共和国 1949-



第二節

孔子

秩序ある平和な世界を求めて



秩
序
あ
る
平
和
な
世
界
を
求
め
て

〔
解
説
〕

五
百
年
あ
ま
り
に
及
ぶ
戦
乱
の
中
、
中

国
に
は
諸
子
百
家
と
呼
ば
れ
る
数
多
く
の

思
想
家
が
登
場
し
た
。

思
想
家
た
ち
が
百
家
争
鳴
す
る
中
、
人

へ
の
愛
を
説
き
、
普
遍
的
な
人
間
の
生
き

方
を
語
る
こ
と
で
、
秩
序
あ
る
平
和
な
世

界
を
築
こ
う
と
し
た
思
想
家
が
い
た
。
孔

子
で
あ
る
。

孔
子
は
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
歩
み
、
そ

の
思
想
は
今
日
の
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か



ＮＨＫスペシャル『故宮』より
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孔子、魯に生まれる（551BC）
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黄
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「
野
合
而
生
」

〔
解
説
〕

孔
子
は
中
国
、
春
秋
時
代
の
思
想
家
で
、

儒
家
の
祖
。
名
は
丘
、
字
は
仲
尼
と
い
い
、

紀
元
前
五
五
二
年
、
魯
の
昌
平
郷
陬
邑(

す

う
ゆ
う)

に
生
ま
れ
た
。

『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
孔
子
の
父
・
叔

梁
紇
と
母
・
顔
徴
在
は
、
孔
子
を
「
野
合

し
て
生
ん
だ
」
と
い
う
。
下
級
の
武
人
で

あ
っ
た
父
は
孔
子
が
幼
い
頃
に
戦
死
し
、

母
も
正
妻
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
孔
子
は

母
子
家
庭
の
中
で
育
っ
た
と
い
う
。



年号 西暦 年齢 出来事

襄公21年 552BC 0歳 孔子、魯に生まれる。生後まもなく父・叔梁紇、没
* 史記の説。公羊伝や穀梁伝は孔子の生年を襄公21年とする
* 孔子は“野合而生” （私生児）であったため、父の墓所さえ知らされなかった

昭公13年 529BC 22歳 母の顔徴在、没
* シングルマザーとして自分を育ててくれた母が死ぬと、孔子は父の墓を探して二人を合葬した

25年 517BC 34歳 昭公、三桓討伐に失敗、斉に亡命。孔子も後を追う
* この外遊中に斉で古代の舜の音楽である韶を聞く（斉の景公に拝謁したのもこのころ？）

26年 516BC 35歳 斉から魯に帰り、塾を開いて後進の指導を始める

32年 510BC 41歳 魯の昭公、亡命先の斉で没

定公 9年 501BC 50歳 魯に仕官、中都の宰となる

12年 498BC 53歳 大司寇となり三桓の勢力を抑えようとするが失敗

13年 497BC 54歳 魯を去り、こののち十三年間、列国を放浪

哀公11年 484BC 67歳 放浪を終え、魯に帰る
* この年、子の鯉が亡くなったのを始めとして、数年の間に愛弟子の顔回や子路を相継いで亡くす

14年 481BC 70歳 魯の哀公、麟を捕獲し、孔子、嘆く

16年 479BC 72歳 没 曲阜北郊の泗水のほとりに葬られる



挫
折
か
ら
教
団
の
結
成
へ

〔
解
説
〕

当
時
、
魯
の
国
政
は
三
桓
と
呼
ば
れ
る

有
力
貴
族
に
よ
っ
て
壟
断
さ
れ
て
い
た
。

魯
の
昭
公
は
こ
れ
ら
の
勢
力
を
抑
え
よ
う

と
し
た
が
、
逆
に
国
を
追
わ
れ
、
斉
に
亡

命
し
た
。

昭
公
の
後
を
追
っ
て
斉
に
行
っ
た
孔
子

は
、
斉
に
伝
わ
っ
て
い
た
周
の
秩
序
あ
る

儀
礼
や
制
度
に
感
銘
を
受
け
、
斉
の
景
公

に
そ
の
復
興
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
そ
の

迂
遠
な
思
想
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
孔
子

は
魯
に
帰
っ
て
塾
を
開
き
、
弟
子
た
ち
の

育
成
に
努
め
た
。



年号 西暦 年齢 出来事

襄公21年 552BC 0歳 孔子、魯に生まれる。生後まもなく父・叔梁紇、没
* 史記の説。公羊伝や穀梁伝は孔子の生年を襄公21年とする
* 孔子は“野合而生” （私生児）であったため、父の墓所さえ知らされなかった

昭公13年 529BC 22歳 母の顔徴在、没
* 母の死後、孔子は父の墓を探し出し、二人を合葬した

25年 517BC 34歳 昭公、三桓討伐に失敗、斉に亡命。孔子も後を追う
* この外遊中に斉で古代の舜の音楽である韶を聞く（斉の景公に拝謁したのもこのころ？）

26年 516BC 35歳 斉から魯に帰り、塾を開いて後進の指導を始める

32年 510BC 41歳 魯の昭公、亡命先の斉で没

定公 9年 501BC 50歳 魯に仕官、中都の宰となる

12年 498BC 53歳 大司寇となり三桓の勢力を抑えようとするが失敗

13年 497BC 54歳 魯を去り、こののち十三年間、列国を放浪

哀公11年 484BC 67歳 放浪を終え、魯に帰る
* この年、子の鯉が亡くなったのを始めとして、数年の間に愛弟子の顔回や子路を相継いで亡くす

14年 481BC 70歳 魯の哀公、麟を捕獲し、孔子、嘆く

16年 479BC 72歳 没 曲阜北郊の泗水のほとりに葬られる



ＮＨＫスペシャル『故宮』より



失
意
の
中
で
こ
の
世
を
去
っ
た
孔
子

〔
解
説
〕

孔
子
は
五
十
三
歳
の
時
、
魯
の
大
司
寇

(

司
法
長
官)
に
抜
擢
さ
れ
た
。
孔
子
は
国

政
を
壟
断
す
る
三
桓
の
勢
力
を
抑
え
よ
う

と
し
た
が
、
逆
に
魯
を
追
わ
れ
、
そ
の
後

十
四
年
に
渡
っ
て
弟
子
た
ち
と
と
も
に
各

国
を
回
り
、
そ
の
思
想
を
訴
え
続
け
た
。

し
か
し
、
そ
の
訴
え
が
為
政
者
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
や
が
て
子
の

鯉
や
弟
子
の
顔
回
、
子
路
を
相
継
い
で
失

う
と
、
失
意
の
う
ち
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。



年号 西暦 年齢 出来事

襄公21年 552BC 0歳 孔子、魯に生まれる。生後まもなく父・叔梁紇、没
* 史記の説。公羊伝や穀梁伝は孔子の生年を襄公21年とする
* 孔子は“野合而生” （私生児）であったため、父の墓所さえ知らされなかった

昭公13年 529BC 22歳 母の顔徴在、没
* 母の死後、孔子は父の墓を探し出し、二人を合葬した

25年 517BC 34歳 昭公、三桓討伐に失敗、斉に亡命。孔子も後を追う
* この外遊中に斉で古代の舜の音楽である韶を聞く（斉の景公に拝謁したのもこのころ？）

26年 516BC 35歳 斉から魯に帰り、塾を開いて後進の指導を始める

32年 510BC 41歳 魯の昭公、亡命先の斉で没

定公 9年 501BC 50歳 魯に仕官、中都の宰となる

12年 498BC 53歳 大司寇となり三桓の勢力を抑えようとするが失敗

13年 497BC 54歳 魯を去り、こののち十三年間、列国を放浪

哀公11年 484BC 67歳 放浪を終え、魯に帰る
* この年、子の鯉が亡くなったのを始めとして、数年の間に愛弟子の顔回や子路を相継いで亡くす

14年 481BC 70歳 魯の哀公、麟を捕獲し、孔子、嘆く

16年 479BC 72歳 没 曲阜北郊の泗水のほとりに葬られる



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



孔
子
の
思
想
と
は
？

子
曰
く
、
之
を
道(

み
ち
び)

く
に
政
を
以

て
し
、
之
を
斉(
と
と
の)

う
る
に
刑
を
以
て

す
れ
ば
、
民
は
免
れ
て
恥
無
し
。
之
を
道

(

み
ち
び)

く
に
徳
を
以
て
し
、
之
を
斉(

と
と

の)

う
る
に
礼
を
以
て
す
れ
ば
、
恥
あ
り
且

つ
格(

た
だ)

す
。

『
論
語
』
為
政
第
二

論語註疏解經二十卷(京都大学附属図書館蔵)
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中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

秦の始皇帝、儒教を弾圧(焚書坑儒)

孔子（551BC～479BC）

前漢武帝の時代、五経博士を置き、儒教国教化(136BC)

以後二千年以上にわたり、

中国文明の精神的支えとなる



儒
教
と
東
ア
ジ
ア

法
律
や
刑
罰
で
は
な
く
、
道
徳
や
礼
儀

に
よ
っ
て
秩
序
あ
る
社
会
を
築
こ
う
す
る

儒
教
の
教
え
は
、
や
が
て
東
ア
ジ
ア
の

国
々
に
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

朝
鮮
半
島
で
は
李
氏
朝
鮮
の
時
代
に
儒

教
が
官
学
と
な
っ
た
。

論語諺解四巻(東京大学附属図書館蔵)
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中華民国 1912- 日韓併合 1910-1945

中華人民共和国 1949- 北朝鮮 大韓民国

中国大陸 朝鮮半島

儒
教
と
東
ア
ジ
ア

儒
教
を
官
学
と
し
た
朝
鮮
半
島
で
は
、

そ
の
後
二
百
年
に
わ
た
り
平
和
で
秩
序
あ

る
時
代
が
続
い
た
。



日
本
に
儒
教
が
広
ま
っ
た
の
は
い

つ
か
？

論語註疏解經二十卷(京都大学附属図書館蔵)



儒
教
と
東
ア
ジ
ア

〔
解
説
〕

日
本
で
も
公
家
や
僧
侶
の
間
で
は
、
古

く
か
ら
儒
教
が
学
ば
れ
て
い
た
が
、
武
士

や
庶
民
の
間
で
広
く
学
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
以
降
で
あ
る
。

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
際
、
被
虜
人
と
し

て
日
本
に
拉
致
さ
れ
た
朝
鮮
の
儒
者
・
姜

沆
に
出
会
っ
た
藤
原
惺
窩
は
、
戦
国
の
世

を
終
わ
ら
せ
、
秩
序
あ
る
社
会
を
築
こ
う

と
儒
教
を
学
び
、
人
々
に
伝
え
た
。

論語註疏解經二十卷(京都大学附属図書館蔵)
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弥生時代

前漢
BC206-8

後漢
25-220

高句麗
BC37-668

魏 蜀 呉

晋 265-316

古墳時代北朝 南朝 百済
346-660隋 587-618

唐
618-907

飛鳥時代 592-710

新羅
356-935

奈良時代 710-794

平安時代
794-1185

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127
高麗

918-1392

金 1115-1234 南宋 1127-1279
(武臣政権 1171-1270)

鎌倉時代 1185-1333

元の属国元 1271-1368

室町時代
南北朝 1336-92

明
1368-1644

李氏朝鮮
1392-1910

戦国 1493-1590
安土桃山時代 1573-1603

清
1636-1912

江戸時代
1603-1868

明治 1868-1912

中華民国 1912- 日韓併合 1910-1945
大正 1912-1926

昭和 1926-1989

中華人民共和国 1949- 北朝鮮 大韓民国 平成 1989-

中国大陸 朝鮮半島 日本列島

秀吉の朝鮮出兵

儒
教
と
東
ア
ジ
ア

〔
解
説
〕

藤
原
惺
窩
の
弟
子
林
羅
山
は
、
幕
府
に

仕
え
、
儒
教
が
武
士
の
正
学
と
な
る
基
礎

を
築
い
た
。



姜沆（1567-1618） 藤原惺窩（1561-1619） 林羅山（1583-1657）



朱舜水木像(徳川ミュージアム蔵)

儒
教
と
東
ア
ジ
ア

〔
解
説
〕

さ
ら
に
中
国
で
明
朝
が
滅
び
る
と
、
そ

の
復
興
の
た
め
数
度
に
わ
た
り
来
日
し
て

い
た
遺
臣
の
朱
舜
水
も
日
本
に
亡
命
し
た
。

朱
舜
水
は
、
寛
文
五
年(
一
六
六
五)

、
水

戸
藩
主
徳
川
光
圀
の
「
賓
師
」
と
し
て
江

戸
に
招
か
れ
、
安
積
澹
泊
な
ど
の
人
材
を

育
て
な
が
ら
、
日
本
に
儒
教
と
中
国
文
化

を
伝
え
た
。



朱舜水が設計した円月橋(小石川後楽園)朱舜水木像(徳川ミュージアム蔵)
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弥生時代

前漢
BC206-8

後漢
25-220

高句麗
BC37-668

魏 蜀 呉

晋 265-316

古墳時代北朝 南朝 百済
346-660隋 587-618

唐
618-907

飛鳥時代 592-710

新羅
356-935

奈良時代 710-794

平安時代
794-1185

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127
高麗

918-1392

金 1115-1234 南宋 1127-1279
(武臣政権 1171-1270)

鎌倉時代 1185-1333

元の属国元 1271-1368

室町時代
南北朝 1336-92

明
1368-1644

李氏朝鮮
1392-1910

戦国 1493-1590
安土桃山時代 1573-1603

清
1636-1912

江戸時代
1603-1868

明治 1868-1912

中華民国 1912- 日韓併合 1910-1945
大正 1912-1926

昭和 1926-1989

中華人民共和国 1949- 北朝鮮 大韓民国 平成 1989-

中国大陸 朝鮮半島 日本列島

明の滅亡

儒
教
と
東
ア
ジ
ア

〔
解
説
〕

こ
う
し
て
江
戸
時
代
、
儒
教
が
日
本
に

広
ま
る
と
、
東
ア
ジ
ア
に
は
二
五
〇
年
以

上
に
わ
た
る
平
和
な
時
代
が
続
い
た
。

秀吉の朝鮮出兵



大盂鼎の銘文（拓本）

〔
質
問
〕

古
代
中
国
の
思
想
家
た
ち
の
政
治
思
想

に
は
、
殷
周
革
命
の
影
響
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

？



(南宋)李唐「采薇圖」

殷
周
革
命
へ
の
批
判

〔
解
説
〕

暴
力
に
よ
る
王
朝
交
代
で
あ
る
殷
周
革

命
を
批
判
す
る
者
も
い
た
。
孤
竹
国
の
公

子
伯
夷
・
叔
斉
の
兄
弟
で
あ
る
。

家
督
を
譲
り
合
い
、
故
国
を
離
れ
て
周

に
来
た
二
人
は
、
周
が
殷
を
滅
ぼ
す
と
、

「
以
暴
易
暴
兮

不
知
其
非
矣
（
暴
力
を

も
っ
て
暴
力
に
易
う
は
、
其
の
非
を
知
ら

ざ
る
な
り
）
」
と
批
判
し
、
周
の
粟
を
食

む
の
を
拒
ん
で
餓
死
し
た
と
い
う
。



孟子（BC372-290）

孟
子
の
革
命
論

〔
解
説
〕

一
方
、
伯
夷
・
叔
斉
と
は
対
照
的
に
、

周
に
よ
る
殷
の
討
伐
を
肯
定
し
た
思
想
家

も
い
る
。
儒
家
の
一
人
孟
子
で
あ
る
。

儒
教
と
い
え
ば
、
主
君
に
絶
対
的
な
忠

誠
を
誓
う
思
想
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、

孟
子
は
斉
の
宣
王
か
ら
周
の
武
王
の
殷
紂

王
討
伐
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
と
き
、
こ

う
答
え
て
い
る
。



大盂鼎の銘文（拓本）

孟
子
の
革
命
論

（
斉
の
宣
王
が
尋
ね
て
）
い
っ
た
。

「
殷
の
湯
王
が
夏
の
桀
王
を
放
伐
し
、
周

の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
討
伐
し
た
と
い
う

の
は
本
当
か
？
」

「
記
録
が
ご
ざ
い
ま
す
」

「
臣
下
が
君
主
を
殺
し
て
も
よ
い
の
か
。
」

「
仁
を
損
な
う
者
を
賊
と
い
い
、
義
を
損

な
う
者
を
殘
と
い
い
、
殘
賊
の
人
を
一
夫

(

独
裁
者)

と
い
い
ま
す
。
私
は
一
夫
の
紂
を

誅
し
た
と
は
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
主
君

を
弒
し
た
と
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
」

『
孟
子
』
梁
惠
王
下



孟子（BC372-290）

孟
子
の
革
命
論

〔
解
説
〕

孟
子
は
殷
の
紂
王
の
よ
う
な
仁
義
な
き

「
一
夫
」(

独
裁
者)

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
弑

し
て
も
よ
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
に
は
古
来
、
「
為
政

者
の
徳
が
衰
え
、
民
心
が
離
れ
れ
ば
、
天

命
は
他
の
有
徳
者
に
移
る
」
と
い
う
天
命

論
に
基
づ
く
革
命
思
想
が
あ
り
、
こ
れ
を

基
に
易
姓
革
命
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。



大盂鼎の銘文（拓本）

『
孟
子
』
と
日
本

〔
解
説
〕

一
方
、
易
姓
革
命
を
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
日
本
で
は
、
孟
子
の
革
命
思
想
は
容

認
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
明
経
博
士
家
で
あ
っ
た
清

原
家
が
御
進
講
に
用
い
た
『
孟
子
』
の
テ

キ
ス
ト
に
は
、
革
命
思
想
に
関
す
る
文
句

の
欄
外
に
「
此
所
御
読
無
之
」
と
朱
書
き

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。(

小
島
祐
馬
『
中
国

の
革
命
思
想
』
筑
摩
叢
書 

五
頁)

ま
た
、(

明)

謝
肇
淛
『
五
雑
俎
』
は
、
こ

ん
な
話
も
伝
え
て
い
る
。

(明)謝肇淛『五雑俎』巻四



大盂鼎の銘文（拓本）

『
孟
子
』
と
日
本

日
本
も
儒
教
経
典
を
重
ん
じ
、
仏
教
を

信
仰
し
て
い
る
。
お
よ
そ
中
国
の
経
書
は

み
な
高
値
で
購
入
す
る
。
た
だ
『
孟
子
』

だ
け
は
買
わ
な
い
。
こ
の
書
を
携
帯
し
て

い
る
と
船
が
転
覆
し
て
溺
れ
て
し
ま
う
か

ら
だ
と
い
う
。

(

明)

謝
肇
淛
『
五
雑
俎
』
巻
四
地
部
二

(明)謝肇淛『五雑俎』



？

一
方
、
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、

中
国
で
は
い
ま
儒
教
教
育
が
復
活
し
て
い

る
。近

代
以
降
、
封
建
思
想
と
し
て
批
判
さ

れ
て
き
た
儒
教
が
、
な
ぜ
い
ま
再
評
価
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
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殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

秦の始皇帝、儒教を弾圧(焚書坑儒)

孔子（551BC～479BC）

五経博士を置き、儒教国教化(136BC)

以後二千年以上にわたり、

中国文明の精神的支えとなる

五四運動や文化大革命による儒教批判



わ
れ
わ
れ
は
誰
な
の
か
？

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

め
ぐ
る
議
論
は
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
を
広

く
一
般
に
特
徴
づ
け
る
も
の
だ
。
地
球
上

の
ほ
ぼ
ど
こ
で
も
、
人
び
と
は
何
が
共
通

点
で
、
何
が
他
の
人
び
と
と
自
分
た
ち
を

へ
だ
て
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
質
問
し
、

考
え
直
し
、
再
定
義
し
て
き
た
。
わ
れ
わ

れ
は
誰
な
の
か
？

わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
に

属
す
る
の
か
？

─
─

─
 S

am
u
el P

. H
u
n
tin

g
to

n
: W

h
o
 are w

e?

Samuel P. Huntington (1927-2008)



わ
れ
わ
れ
は
誰
な
の
か
？

日
本
人
は
地
理
上
の
位
置
と
歴
史
お
よ

び
文
化
ゆ
え
に
自
分
た
ち
の
国
が
ア
ジ
ア

に
属
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
経
済
力
と
民

主
主
義
お
よ
び
近
代
性
ゆ
え
に
欧
米
に
近

い
の
か
と
い
う
問
題
に
苦
し
ん
で
い
る
。

─
─

─
 S

am
u
el P

. H
u
n
tin

g
to

n
: W

h
o
 are w

e?

Samuel P. Huntington (1927-2008)



わ
れ
わ
れ
は
誰
な
の
か
？

中
国
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
追
求
」
を
し
て
お
り
、
一
方
、

台
湾
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
解
消
と
再
構
築
」
に
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
。

─
─

─
 S

am
u
el P

. H
u
n
tin

g
to

n
: W

h
o
 are w

e?

Samuel P. Huntington (1927-2008)



ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

中
国
は
共
産
党
の
指
導
の
下
に
マ
ル
ク

ス
主
義
に
よ
る
社
会
主
義
国
家
の
建
設
を

進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
二
十
世
紀
の
末
に
起
こ
っ
た

社
会
主
義
世
界
の
崩
壊
に
よ
り
、
中
国
は

改
め
て
「
わ
れ
わ
れ
は
誰
な
の
か
？
」
を

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

儒
教
の
復
活
は
、
こ
う
し
た
問
い
へ
の

一
つ
の
答
え
な
の
で
あ
る
。

東西ドイツを隔てていたベルリンの壁の崩壊（1989年11月）



ま
と
め

◼

周
の
東
遷
の
後
、
中
国
は
紀
元
前
八
世
紀

か
ら
紀
元
前
三
世
紀
に
か
け
て
五
五
〇
年

に
及
ぶ
戦
乱
と
下
剋
上
の
時
代
を
迎
え
る
。

春
秋
戦
国
時
代
で
あ
る
。

◼

紀
元
前
五
五
一
年
に
魯
の
国
に
誕
生
し
た

孔
子
は
、
周
代
の
秩
序
あ
る
社
会
を
手
本

に
戦
乱
の
世
を
正
そ
う
と
、
五
経
と
呼
ば

れ
る
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
多
く
の
弟
子
た

ち
を
教
育
し
た
。

◼

中
国
で
は
漢
代
に
儒
教
が
国
教
と
な
り
、

そ
の
後
二
千
年
に
わ
た
っ
て
中
華
文
明
の

精
神
的
支
え
と
な
っ
た
。

◼

朝
鮮
半
島
で
は
李
氏
朝
鮮
の
時
代
に
儒
教

が
官
学
と
な
り
、
日
本
で
も
江
戸
時
代
に

儒
教
が
正
学
と
な
る
と
、
東
ア
ジ
ア
に
二

五
〇
年
に
及
ぶ
平
和
で
安
定
し
た
国
際
秩

序
が
形
成
さ
れ
た
。
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